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健康食品中のコレウス・フォルスコリー及びドオウレンの実態調査 
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in Dietary Supplements 

 
          橋 口 雅 和    篠 崎 陽 二１    鵜 木 隆 文           
 
 
１ はじめに 

 令和2年6月1日から施行された改正食品衛生法で，食品

衛生上の危害の発生を防止する見地から，特別の注意を

必要とする4つの成分又は物は「指定成分等」と指定され，

これらを含有する食品は「指定成分等含有食品」と表示を

することが定められた。 

指定成分等とされたコレウス・フォルスコリーは，イン

ド原産のシソ科の多年草本であり，「フォルスコリン」と

いう分析目標物質（以下「管理成分」という。）を含む。

インドでは根を漬物として食され，日本ではダイエット

目的の健康食品として市販されている。報告されている

主な健康被害は下痢である1）。 

同じく指定されたドオウレンは，ヨーロッパ，西アジア，

北アフリカ原産のケシ科の多年生植物であり，「コプチシ

ン」という管理成分を含む。海外では茹でた葉を水にさら

し野菜として食されているが，日本ではあまり市販され

ておらず，インターネット個人輸入で購入できる鎮痛・解

毒目的の健康食品である。報告されている主な健康被害

は肝機能障害である1）。 

今回，吹譯らの同時分析法2）を参考にし，インターネッ

トで流通している健康食品の含有量について実態調査を

したので報告する。 

 

２ 方法 

２．１ 試料 

 インターネットサイトで購入した，コレウス・フォル

スコリー表示食品4品目，ドオウレン表示食品2品目，いず

れの表示もない食品3品目の計9検体を用いた。錠剤は粉

砕・粉末化し，カプセル剤は外皮を除去した内容物のみ，

液剤はそのまま試料とした。 

２．２ 標準品及び試薬等 

 フォルスコリン標準品とコプチシン標準品は東京化成

工業(株)製，リン酸（特級）は関東化学(株)製，その他の

試薬（HPLC用または特級）は富士フイルム和光純薬(株)

製を用いた。 

 

２．３ 装置及び測定条件 

高速液体クロマトグラフはNexeraX2及びProminenceシ

リーズ（島津製作所社製）を使用した。測定条件は表1の

とおり。 

表1 HPLC測定条件 

 
 

２．４ 検量線用標準溶液の調製 

フォルスコリン標準品20mgを精密に量り取りメタノー

ルで10mLに定容して標準原液（2000µg/mL）を調製し，コ

プチシン標準品5mgを精密に量り取りメタノールで5mL

に定容して標準原液（1000µg/mL）を調製した。これらの

標準原液をフォルスコリン1000µg/mL，コプチシン

100µg/mLの濃度になるように混合し，メタノールで適宜

希釈して検量線用標準溶液とした。 
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２．５ 試料溶液の調製 

錠剤，カプセル剤の試料については，粉末100mgを精密

に量り，メタノール5mLを加え，10分間超音波処理を行っ

た後，3000rpmで5分間遠心分離を行い，上澄液を分取し

た。残留物にメタノール3mLを加え，10分間超音波処理を

行った後，3000rpmで5分間遠心分離を行い，上澄液を分

取した。全上澄液を合わせ，メタノールを加えて正確に

10mLとし，0.22µmのメンブレンフィルターを通したもの

を試料溶液とした。（図1） 

液剤については，液体1mLを精密に量り，メタノールを

加えて正確に10mLとし，10分間超音波処理を行った後，

0.22µmのメンブレンフィルターを通したものを試料溶

液とした。（図2） 

 
図1 錠剤・カプセル剤の抽出工程 

 

 
図2 液剤の抽出工程 

 

 

３ 結果及び考察 

３．１ 検量線の直線性及び添加回収試験 

 フォルスコリンは10～1000µg/mLの範囲，コプチシンは

1～100µg/mLの範囲でそれぞれピーク面積を用いて絶対

検量線を作成したところ，相関係数はともに0.999以上と

なる良好な直線を得た。 

また，2物質を含まない試料にフォルスコリンを

200µg/mL，コプチシンを20µg/mLとなるよう添加して回

収試験を行ったところ，それぞれ98.4%と90.4%の回収率

であった。 

 

３．２ フォルスコリン及びコプチシン含有量の調査 

定量結果は表2のとおり。標準溶液と試料溶液のクロマ

トグラムを図3～6に示す。（一部記載） 

製品にコレウス・フォルスコリー表示のあった検体1～

4の全てからフォルスコリンが検出され，その検出値から

1日摂取目安量当たりの定量含有量（A）を計算した。ま

た，検体2と4は製品にフォスルコリン含有量の情報があ

ったので，その情報から1日摂取目安量当たりの製品情報

含有量（B）を計算した。（A）と（B）を比較したところ，

検体2は132%，検体4は123%という結果であった。 

製品にドオウレン表示のあった検体5はコプチシンが

検出されたが，検体6は定量下限値未満であった。なお，

検体6には「ホメオパシー」という製品表示があった。ホ

メオパシーとは200年以上前にドイツで確立された医療

体系であり，薬剤が微量であるほどその有効性が高くな

るという超微量の法則という考えに基づいており，多く

のホメオパシー製品は元の物質が非常に希釈されている

3)。コプチシンが含有されていたとしても濃度が低すぎる

ために，当所の機器では定量できなかった可能性がある。 

指定成分等の表示のない検体7～9については，フォル

スコリン，コプチシンともに定量下限値未満の結果であ

った。 
 
４ まとめ 

今回の同時分析方法で2成分を定量し含有量を求める

ことができた。製品によっては含有量の情報のないもの

があり，1日摂取目安量によってどれだけの量を摂取して

いるかわからず，有効性や安全性に疑問を感じた。含有量

の情報は，購入時の参考になると思われる。また，指定成

分等については健康被害との因果関係について科学的に

解明されておらず，指定成分等含有食品を取り扱う営業

者は，当該食品等が人の健康に被害を生じ，または生じさ

せるおそれがある旨の情報を得た場合は，当該情報を保

健所へ届け出ることになっており，国が当該情報を公表
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している。当所としては指定成分等を定量分析できる体

制整備と情報収集に今後も取り組みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 標準溶液のクロマトグラム（抜粋） 

 

 

図5 標準溶液のクロマトグラム（抜粋） 
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図 4 試料溶液のクロマトグラム（抜粋） 

 

 

図 6 試料溶液のクロマトグラム（抜粋） 

 

表 2 定量含有量および製品情報含有量 

https://hfnet
https://www

